
景観と史跡をめぐる

高子沼を楽しむ会

高子二十境巡りの紹介







高子ヶ岡館跡・亀岡八幡宮





熊阪覇陵が白雲館から眺める風景、散策しながら発見した奇岩等
の景勝地を、中国長安の「網川二十境」に倣って、称する。
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丹露盤
古樵丘 白雲洞

（字）愚公谷から高子を眺める

返照原



大柳に向かう
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高子沼・・・用途は農業用ため池 以前は桜の名所・ボートが浮かぶ

※ 伊達政宗が金の精錬所を隠すために水没させ、沼にしたという伝説も



一周１２００ｍの遊歩道が整備。ウオーキングに、釣りに楽しむ。

拾翠崖



白鷺峰



半田山

白鷺峰から高子沼と半田山を望む



白鷺峰





淡島神社の側の白雲洞への参道





古樵丘



白雲館・・熊阪家三代・覇陵、台州、盤谷の館

江戸中期の儒学や漢詩文学の学問所
(蔵書が一万冊に及ぶとも）

○ 信達地方の多くの門弟が学ぶ
非武士階級の農・医・商の知識人たち

○ 江戸とも交流し、全国から漢詩が寄せられる

「永慕編」の編集
覇陵が名づけた二十の景勝地で親子三代が詠んだ漢詩
画家「谷文晁」の挿絵

⇒ 二十境の墨画と漢詩

永慕編 二十境圖并詩




